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研究成果の概要（和文）：侵襲性歯周炎患者の血清中のIL-17A、IL-17F量と骨破壊の相関を調べたところ、IL-17A,IL-
17Fが高い患者ほど、侵襲は局所的であり、骨破壊は軽度であった。また、ヒト歯肉上皮細胞Ca9-22およびプライマリ
ーカルチャーによるヒト歯肉上皮細胞をIL-17A, IL-17F, LPSにて刺激しmRNA発現を測定したところ、CXCL2, IL-8, β
-ディフェンシンのいずれにおいても発現は促進され、LPS存在下ではIL-17AでIL-8とβ-ディフェンシンの更なる発現
亢進が認められた。

研究成果の概要（英文）：Concentrations of IL-17A and IL-17F in serum have correlation with bone 
resorption in periodontits patients. After IL-17A and IL-17F stimulation, mRNA of CACL2, IL-8, b-defencin 
are unregulated in human epithelium cells. In co-stimulation with LPS, increased IL-8 and b-defencin mRNA 
are detected.

研究分野：歯周病学

キーワード： IL-17　侵襲性歯周炎
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１．研究開始当初の背景 

 

IL-17 は免疫応答において最も重要なサイ

トカインの１つである。現在までに、歯周

炎局所で Th17 細胞が観察されること、

IL-17A, IL-17F が発現していることが報告

され、歯槽骨破壊の主役として Th17 細胞が

注目されてきた。IL-17A には構造的に類似

した５つのサイトカイン（IL-17B, IL-17C, 

IL-17D, IL-17E(IL-25), IL-17F）が存在し、

それぞれIL-17Aと16-50%の相同性をもつ。

IL-17A は、線維芽細胞や上皮細胞、血管内

皮細胞、マクロファージなど広範囲にわた

る細胞に作用して、抗菌ペプチド（β一デ

フェンシン，S100），サイトカイン（IL－6，

G－CSF，GM－CSF），ケモカイン（CXCL1，

CXCL5，CXCL8，CCL2，CCL7）などの好中球

の活性化と遊走に関わるサイトカイン・ケ

モカインを誘導する。 IL－17F は IL－17

ファミリーのなかでもっとも IL－17A と相

同性が高く、IL-17RA と IL-17RC のヘテロ

受容体を介してシグナルを伝達する。そし

て、IL－17F は IL－17A と同じような生物

活性を有していることがわかっている。し

かしながら、この IL－17A と IL－17F の歯

周疾患における機能差異や重複性に関して

は不明な点が多い。 

 

２．研究の目的 

 

本研究では、IL-17A と IL-17F の歯周組織

において生体防御的に働く役割を解明する

ことを目的とし、歯周炎疾患進行および発

症を防ぐための新たな戦略基盤を確立する。 

 

３．研究の方法 

 

 本研究では IL-17 により歯周炎の疾患進

行が抑制されるメカニズムを解明するため

に、細胞実験、歯周炎患者の組織をいただ

いての実験、動物実験を行う。特に、IL-17A

と IL-17F の歯周炎における防御的な役割

の差異について解明する。細胞実験では

IL-17A と IL-17F の歯肉上皮細胞における

抗菌ペプチド産生やサイトカイン産生を解

析することにより、それぞれの防御的役割

を解明する。 また、血清 IL-17A,F 高発現

の患者さんの組織サンプルを提供していた

だき、IL-17A、IL-17F の産生能、およびそ

の分布を調べることにより、IL-17 高産生

のメカニズムを検討する。 

 

４．研究成果 

侵襲性歯周炎患者の血清中の IL-17A、

IL-17F 量と骨破壊の相関を調べたところ、

IL-17A,IL-17F が高い患者ほど、侵襲は局

所的であり、骨破壊は軽度であった。また、

ヒト歯肉上皮細胞 Ca9-22 およびプライマ

リーカルチャーによるヒト歯肉上皮細胞を

IL-17A, IL-17F, LPS にて刺激し mRNA 発現

を測定したところ、CXCL2, IL-8, β-ディ

フェンシンのいずれにおいても発現は促進

され、LPS 存在下では IL-17A で IL-8 とβ-

ディフェンシンの更なる発現亢進が認めら

れた。 
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